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「わくわく トライ 大口台」…2020 前期 校長 田川 斉史

１０月第２週の月曜日をもって、２学期制の前期が終わりますが、４月からの２か月の休業期間のこと、６月の

分散・短縮登校、感染拡大予防に対応した学習活動の変更を鑑み、子どもたちには「区切りの意識」をもた

せず、穏やかに学校生活を送れるようにします。 

本来、ご家庭、地域のみなさまに全校の子どもたちの元気な姿をご覧いただく「運動会」も、平日開催で規模を

縮小し、学年（低・中・高学年の３部構成）での実施とします。４年生以上の「泊を伴う行事（宿泊体験学習、修学旅

行）」も日帰りの「特別遠足」に変更し、愛川方面、南房総方面、箱根方面に出かけます。１０月の気候の穏やかな

時期に、子どもたちのよい思い出となるよう、安全面に最大の注意を払いながら実施できるよう準備します。 

今後とも、文部科学省の新型コロナウィルス感染予防の取組「学校の新しい生活様式」や横浜市教育委員会の

学校ガイドラインに照らし合わせ、学校の生活について必要な変更、急な対応があるかもしれません。なお、今月

より学年により６校時の学習を再開します。詳しくは「学年だより」でお知らせします。引き続き、清掃活動や中休みな

どは感染症予防を考え、安全に行えるように配慮し、教職員による消毒や清掃も続けます。 

長らく「学校づくり懇話会」として、家庭、地域のみな

さまに学校支援、評価をいただいてまいりましたが、１

年間の準備を経て、７月末に横浜市教育委員会に「学

校運営協議会」の開設申請を行いました。これまでの

「学校づくり懇話会」の活動に対し感謝申し上げます。

ありがとうございました。 

「学校運営協議会」は、学校と保護者や地域のみな

さんがともに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映

させることで、一緒に協働しながら子どもたちの豊かな

成長を支え「地域とともにある学校づくり」を進める法律

（地方教育行政法第４７条の５）に基づいた仕組みで

す。大口台小学校では従来からこの仕組みは確立さ

れていましたが、横浜市の「学校運営協議会」設置の

方針に基づき、委員選考、活動内容の検討を行い、

「地域学校協働本部」の活動の充実とともに設置する

ことになりました。 

委員には、地域代表（連合町内会長、社会福祉協議会

長、放課後キッズクラブ、地域児童委員、地域学校協働本

部〔学校地域コーディネーター〕）、保護者代表（ＰＴＡ会長）、外部委員（神奈川中学校長、盲特別支援学校長、大学

関係者）、学校長とし、候補者は７月に「（旧）学校づくり懇話会（学校運営協議会準備委員会）」にご承認いただきまし

た。委員の委嘱は第１回の会議で横浜市教育委員会より行われます。 

ＰＴＡ役員のみなさんにお力をいただき、事業を進めていただいています。子どもたちが集まって撮影する航空写真

（人文字や集合写真）は実施できませんが、大口台小学校の創立６５周年を「ささやかな節目」として、子どもたちの希

望や夢、学校生活に少しでも役立つ事業を企画・運営していただいています。ありがとうございます。 

 ★子どものネット利用の状況についてはご家庭で確認と指導、ルール作りをお願いします★  
   ●ネット利用に関係した事件が市内で発生しています●    
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